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『アナフィラキシー』とは、どういった症状なのでしょうか。

まず、細菌やウイルスなどの体に害のあるものを体内から排除しようと抗体がつくられ、やっつ

けようとすることを免疫といいます。しかし、この免疫のしくみが、体に害のない食品や花粉が体

内に侵入した際に、体に害のあるものであると過剰に反応し、自らの体まで傷つけてしまうことを

『アレルギー反応』といいます。さらに急性で重度かつ全⾝性のアレルギー症状のことを『アナフ

ィラキシー』といいます。『アナフィラキシー』はアレルゲンを摂取後、極めて短期間で発症し、

蕁⿇疹や息切れ、唇や⼝の中が腫れ、強い腹痛などの症状が出ます。さらに⾎圧の低下や意識障害

を引き起こし、死に至ることがあります。そのような生命の危機に陥ることを『アナフィラキシー

ショック』といいます。

ハチ毒（ヒアリも同様）の場合は、食物と違い直接体内に入るため、心停止が起こるまでの時間

が極めて早いのが特徴です。もし、ハチやヒアリに刺された場合は、刺された直後は症状がなくて

もすぐに応急処置を⾏い、近くの病院へ受診してください。

（バックナンバー掲載中）

量
の
ア
リ
が
巣
か
ら
出
て
く
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
自
分
で
行
わ
ず
、
専
門
の
業
者

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

万
が
一
、
ヒ
ア
リ
を
見
つ
け
た
際
は
、

環
境
省
の
地
方
環
境
事
務
局
に
速
や
か
に

報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

弊
社
で
は
、
ヒ
ア
リ
を
含
む
ア
リ
類
の

調
査
、
駆
除
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

い
つ
で
も
弊
社
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ヒアリ

今⽉の⾖知識：アナフィラキシー

実物の大きさ※大きさで同定は困難

体⻑2.5〜6.0mmで個体差がある。

ヒアリのア

リ塚（巣）

は、土で作

られ、開放

的な草地や

裸地に多く

⾒られる。

アリ塚

画像：環境省HP

腹柄は２節

触角は10節

先端２節は

大きい

前伸腹節に

突起はなし

ヒアリの主な特徴

今
年

5月
に
ヒ
ア
リ
の
個
体
群
が
国

内
で
発
見
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
こ
の
話

題
を
耳
に
す
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

ヒ
ア
リ
が
日
本
に
侵
入
し
、
特
に
問
題

視
さ
れ
て
い
る
の
は
健
康
被
害
で
す
。

ヒ
ア
リ
に
刺
さ
れ
る
と
、
数
分
続
く
痛

み
と
白
い
膿
疱
が
で
き
ま
す
。
人
に
よ

っ
て
は
ひ
ど
い
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
（
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
）
を
引
き
起
こ
し
、

死
に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

も
し
ヒ
ア
リ
が
日
本
に
定
着
し
て
し
ま

う
と
、
日
本
の
在
来
種
で
あ
る
哺
乳
類

や
鳥
類
、
昆
虫
類
、
植
物
な
ど
、
ほ
と

ん
ど
の
動
植
物
に
影
響
が
出
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

現
在
日
本
で
発
見
さ
れ
て
い
る
ヒ
ア

リ
は
ほ
と
ん
ど
が
中
国
か
ら
持
ち
込
ま

れ
た
コ
ン
テ
ナ
に
付
着
し
て
い
た
も
の

で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い
ま
す
。
ヒ

ア
リ
は
元
々
、
南
米
中
央
部
の
高
温
多

湿
な
熱
帯
～
亜
熱
帯
が
原
産
で
す
が
、

現
在
で
は
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
ブ
諸
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
ジ
ア
圏
で
は
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
台
湾
、
香
港
、
中

国
等
に
も
侵
入
、
定
着
が
確
認
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
国
で
は
一
般
住
宅
や
公
園
な

ど
、
人
の
多
く
集
ま
る
日
当
た
り
の
良

い
場
所
に
営
巣
し
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
現
時
点
で
輸
入
し
た
コ
ン
テ
ナ
周
辺

で
の
発
見
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

定
着
し
て
し
ま
う
と
、
短
期
間
で
私
た

ち
の
生
活
圏
に
広
が
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。

一
方
で
、
ア
リ
類
の
多
く
は
縄
張
り

意
識
が
強
く
、
同
種
間
で
も
別
種
間
で

も
縄
張
り
争
い
を
す
る
た
め
、
す
で
に

在
来
の
ア
リ
が
巣
を
作
っ
て
い
る
場
所

に
数
頭
の
ヒ
ア
リ
が
侵
入
し
て
も
巣
を

作
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
ヒ
ア
リ
の
生
殖
虫
（
羽

ア
リ
）
が
出
現
す
る
ま
で
に
は
、
巣
を

作
っ
て
か
ら
約

2年
か
か
る
と
さ
れ
る

た
め
、
そ
れ
ま
で
に
巣
を
駆
除
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
定
着
す
る
可
能
性
は

下
が
り
ま
す
。
現
在
日
本
で
は
、
環
境

省
を
中
心
に
全
国
で
統
一
的
な
調
査
、

駆
除
を
行
っ
て
お
り
、
定
着
が
阻
止
さ

れ
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
今
の
段

階
で

外
国
か
ら
の
物
資
の
出
入
り
が
あ
る
港

湾
と
、
そ
こ
か
ら
コ
ン
テ
ナ
が
持
ち
込

ま
れ
る
場
所
以
外
で
必

要
以
上
に
ヒ
ア

リ
を
警

戒
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

港
湾
な
ど
の
ヒ
ア
リ
の
侵
入
が
疑
わ
れ

る
場
所
に
お
い
て
、
ヒ
ア
リ
の

対
策
を

行
う
た
め
に
は
、
専
門
家
に
よ
る

適
切

な
調
査
、
駆
除
が
必
要
で
す
。
ま
た
巣

に
対
し
て
殺
虫

処
理
を
行
う
場

合
は
大


